
5万円輸出チャレンジプロジェクト
無在庫セラーリサーチ資料



前提 

・無在庫セラーが出品している
商品で、良い条件の商品を探す 

→そこに有在庫をぶっ込んで、
無在庫セラーからカートを奪う



そのためにやること 

①キーワードリサーチ 
②メーカーリサーチ 

→上記二つで、 
まずは無在庫セラーを探す。



無在庫セラー



無在庫セラーの見分け方 

→「FULFILLMENT BY 
AMAZON」 
マークが無い



無在庫セラーを見つけたら、 
そこに在庫をぶっこみましょう＾＾



ただ、闇雲に在庫を積むのではなく、 

①無在庫セラーがどんな商品を出品して
いるか 
②無在庫セラーの商品で、 
有在庫にする価値のあるものがあるか 

を見極めなくてはなりません。



・米アマゾンと日本のアマゾンの価格差 
・および米アマゾンでの回転率 

を、商品ごとに一個一個比較することも 
可能ですが・・・ 

Keepaを使えば、かなり効率化できます。



Keepaを使った 
セラー抜きの方法



①無在庫セラーの 
ストア名をクリック



②URLの中にある 
seller= 
後の文字列が、 
そのセラーのID→IDをコピーする



③Keepaに入る。 
Keepaの検索対象プラットフォームが　 
.com 
になっているのを確認。



④

⑤

④Dataをクリック 
⑤Product Finderをクリック



⑥

⑦
⑥先ほどコピーしたセラーIDを入力 
⑦FIND PRODUCTSをクリック



セラーがドットコムで出品している商品が一括でデータ抽出できます。 

なお、Keepaはデフォルトで100件表示なので、5000件に変更。→そのうえで、Export



EXPORTを押す



そうすると、 
無在庫セラーがドットコムで出品 
している商品のデータが出てきます。 

→これらの商品が、 
日本でいくらで仕入れられるか、 

を次に見ていきます。



⑧先ほどエクスポートしたファイルを開く。 
⑨ASINデータをコピーする。

⑩ASINデータをコピーしたら、 
それをテキストファイル（txt.)
として保存。



このASINデータの商品が、 
日本でいくらで仕入れられるのか、を見たい。 

→Keepaの検索対象のプラットフォームを、 
.comからjpに変更



クリック
クリックして、jpに変更



Product Viewerをクリック



ここをクリックして、 
⑩のASINの 
テキストファイルを 
読み込ませる。



LOAD LIST をクリック。



EXPORTをクリック



そうすると、 
先ほどドットコムで無在庫セラーが出品していた商品の、 

日本amazonでの販売情報のデータが抽出できます。 

→ドットコムのデータと日本のデータを見比べて、 
価格差のある商品をピックアップしていきましょう。



まず16ページでダウンロードした 
.comのファイルを開きましょう。



①ドットコムのデータを開いて、ASINをコピー 

②ASINを別シートに貼り付け 

③sales rank current（現在のランキング）をコピーして、 

ASINの列に貼り付け。 

④「New」の価格をコピーして、③の横に貼り付け 

⑤Newの価格に対し、108を掛け、1ドル108円換算にする。



簡単なので、一つずつ見ていきます＾＾



①ドットコムのシートを開いてASIN列
をコピー

②別シートに貼り付け



③sales rank current（現在のランキング）をコピーして、ASIN

の列に貼り付け。



④「New」の価格をコピーして、③の横に貼り付け



⑤Newの価格に対し、108を掛け、1ドル108円換算にする。



ここまでできたら、項目名を変更すると分かりやすいです＾＾



これで、無在庫セラーがドットコムで出品してい
る商品の、 

①ASIN 
②ドットコムでのランキング 
③ドットコムでの価格 
が別シートに綺麗に整いました！ 

→ここに、「④日本での価格」をもってきたら、 
価格差を出すことができます。



次に24ページでダウンロードした 
.jpのファイルを開きましょう。



①Keepaでエクスポートしたjpの方のファイル
を開く 
②ASIN列をコピーして、別シートに貼り付け 
③「Buy Box: Current」列をコピー、③の横
に貼り付け



簡単なので、一つずつ見ていきます＾＾



②ASIN列をコピーして、別シートに貼り付け



③「Buy Box: Current」列をコピー、③の横に貼り付け 
※Buy Box: Currentにある価格が、日本での販売価格となります。



これで、無在庫セラーがドットコムで出品してい
る商品の、 

日本での販売価格 

が分かりました。 

→ドットコムの方のファイルとつなぎ合わせて、 
価格差を出します。



ここから少しエクセルの関数を使いますが、 
一度やれば簡単ですので覚えちゃいましょう＾＾



①ドットコムの方の、綺麗にデータを 
まとめてあるシートを開く 
②「日本での販売価格」という列を追加 
③vlookup関数で、日本の販売価格を
引っ張ってくる。





ここに関数を 
入れていきます＾＾



分かりやすいように、 
ここまでの状況を整理しましょう＾＾ 

まず、手元に二つファイルがあります。 
①ドットコムの販売データのファイル 
②JPでの販売データのファイル 

そして、①にはASIN、ドットコムランキング、ドットコムの販売
価格のデータがあります。 
②には、ASIN、日本での販売価格があります。 

①のファイルに、②にある「日本での販売価格」を載せたら、 
アメリカと日本での価格差を出すことができます＾＾



続きです＾＾ 

①のファイルに、②にある「日本での販売価格」を載せたら、 
アメリカと日本での価格差を出すことができます。 

しかし、現状①のファイルには「日本での販売価」のデータがありま
せん。 

では、①にデータを引っ張ってくるにはどうすればいいでしょうか？ 

そこで使うのが、vlookup関数です（簡単ですよ＾＾）



続きです＾＾ 

vlookup関数とは、 
共通点を持っているけれど別々のところにいる人たち 
を繋ぎ合わせてあげる関数です。 

今、①と②のファイルには、 
「ASIN」が共通項としてあります。 

このASINを元に「君たち似てるよね！」ということで、 
①のファイルに②のデータをくっつけてあげるのです。 



では実際にデータを結合させます＾＾



①のファイルを開いて、 
ここに関数を 

入れていきます＾＾



=vlookupと入力します。 
「検索値」には「共通項」を入れてあげます。なの
で、ASINが入力されているA列を選択します。



次に「範囲」を入力します。



「範囲」には、 
②の方のファイルの 

A-B列を選択しましょう



「列番号」は「２」で検索方法は「０」を入力します。
そして、エンターボタンを押してください。



そうすると、①のファイル上に、 
ASINという共通項に呼び寄せられた②のデータが 

引っ張ってこれます。



今入れた式を、一番下まで引っ張ります。 
※「N/A」とあるのは日本での出品が無いもの。



こうすることで、 

①のファイルに、 
・ASIN 
・ドットコムのランキング 
・ドットコムの販売価格 
・日本での販売価格 

をまとめることができます。 
ASINを元にvlookupを使う、と覚えてください＾＾



あとは、ドットコムの価格と日本の価格を比較し、 
価格差を出して、ランキングを見る 
ということで仕入れ判断ができます。 

ここまでやれば、必要な情報は一つのファイルに 
ある程度まとまっているはずです。



というわけで・・・



無在庫セラーのセラー抜きのリサーチをして、 
効率よく利益商品を見つけましょう！



引き続き、卸も使ってくださいね＾＾


